
6,860人総 人 口

2,869人65歳以上人口

  41.82％高 齢 化 率

〔発行〕

智頭町社会福祉協議会

2020年7月１日    第 159号

2020年6月1日現在

八頭郡智頭町智頭 1875
TEL75-2326 FAX75-4110

　菜園活動を通して、野菜をいただくことへ

の感謝の気持ち、美味しい給食を作ってくれ

る調理員への感謝の気持ち、そして、友だ

ちと一緒に喜びを共有しながら「ありがとう

のこころ」を育む取り組みとなっています。

赤い羽根共同募金の
使われ方を紹介 ちづ保育園へ助成

　毎年、集落・町内会をはじめ企業や学校

など多くの皆様から募金にご協力いただき、

ありがとうございます。

　智頭町で集まった募金は町内の地域福祉

活動や学校・保育園・福祉団体の活動、災

害時の準備金積立金等に活用されています。
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■
「
生
活
介
護
」
っ
て
な
に
？

　

生
活
介
護
と
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
生
活
面

の
支
援
や
介
助
が
必
要
な
障
が
い

を
持
っ
た
方
々
を
対
象
に
、
食
事

等
の
日
常
生
活
上
の
支
援
や
、
創

作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生
活
能
力

向
上
に
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

■
開
設
場
所

《
ぱ
れ
っ
と
三
田
》

事
業
所
の
送
迎
車
で
送
迎
し
ま

す
。
自
宅
か
ら
通
っ
て
来
て
い
た

だ
い
て
み
ん
な
で
日
課
に
取
り
組

み
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
通
い
の

場
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
で
す
。

《
智
頭
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
》

高
齢
者
の
方
と
障
が
い
者
の
方

が
、
同
じ
空
間
で
過
ご
し
ま
す
。

重
度
の
障
が
い
の
方
で
も
入
っ

て
い
た
だ
け
る
特
殊
浴
槽
が
あ
り
、

入
浴
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
や
障
が

い
の
有
無
に
関

係
な
く
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の

環
境
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
手
伝
い

し
ま
す
。

■
日
常
生
活
上
の
支
援
と
は
？

　

主
と
し
て
昼
間
に
お
い
て
、
入

浴
、
排
泄
及
び
食
事
等
の
介
護
や

生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言

を
行
い
ま
す
。

■
生
産
活
動
で
行
う
こ
と

　

生
産
活
動
で
は
、
利
用
さ
れ
る

方
の
特
性
や
好
み
に
応
じ
て
、
フ

ル
ー
ツ
ネ
ッ
ト
仕
上
げ
や
お
守
り

作
り
、
農
作
業
な
ど
を
行
い
、
そ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
収
入
は
、
必

要
経
費
を
除
い
て
、
工
賃
と
し
て

利
用
者
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

■
創
作
活
動
で
行
う
こ
と

　

創
作
活
動
で
は
、
陶
芸
や
小
物
作

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体
操
、

歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
利
用
さ

れ
る
方
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
参
加
で
き
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
内
容

　

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い

者
が
、
障
が
い
者
支
援
施
設
等
に
通

所
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
に
昼
間
に
、

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

１
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等
の
身
体

介
助 

２
、
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事

３
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
や
助
言
、

そ
の
他
日
常
生
活
上
の
支
援 

４
、
創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
の
機

会
の
提
供 

５
、
身
体
機
能
や
生
活
能
力
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
援
助

■
対
象
者

　

・
身
体
障
害　
　

・
知
的
障
害　

　

・
精
神
障
害

　

次
の
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
方
が

利
用
で
き
ま
す
。

Vol.10

生
活
介
護

生
活
介
護
２
０
２
０
年
度
４
月
か
ら
、︻
生
活
介
護
事
業
︼

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
‼

２
０
２
０
年
度
４
月
か
ら
、︻
生
活
介
護
事
業
︼

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
‼

お守り作り

フルーツネット
仕上げ利用者さんが作った陶芸作品
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みんなの「ふるさと」を想い、描いています

大きな声を出して歌っています！待ちに待った昼食時間 !!

障がいがあり、常時支援が必要な方がおられましたら、
気軽にお問い合わせください。

長年障がいのある方に携わった
私たち職員にお任せください！
長年障がいのある方に携わった
私たち職員にお任せください！

個々の特性に
合った活動を
支援させて
いただきます！

個々の特性に
合った活動を
支援させて
いただきます！

楽しく
過ごしま
しょう

居心地の
よい場所に
したいです

居心地の
よい場所に
したいです

笑顔で
過ごせる時間を
大切に
したいです

笑顔で
過ごせる時間を
大切に
したいです

のんびりと
自分らしく
楽しみま
しょう

のんびりと
自分らしく
楽しみま
しょう

みんなで
楽しいことを
見つけましょう

みんなで
楽しいことを
見つけましょう

ゆっくり
のんびり
過ごしてね！

ゆっくり
のんびり
過ごしてね！

おひさまのように
輝ける場所に
みんなでして
いきたいです

おひさまのように
輝ける場所に
みんなでして
いきたいです

おいしい
なぁ～
おいしい
なぁ～

これは 
なんだろう？
これは 

なんだろう？

たべよぉーる
かぁ～？
たべよぉーる
かぁ～？

  静かで
いいなぁ～
  静かで
いいなぁ～

みんなで食べると
おいしいなぁ♪
みんなで食べると
おいしいなぁ♪

①
50
歳
未
満
で
、　

障
害
支
援
区
分

３
（
施
設
入
所
支
援
を
併
せ
て

利
用
す
る
方
は
区
分
４
）
以
上

で
あ
る
者 

 

②
50
歳
以
上
で
、　

障
害
支
援
区
分

２
（
施
設
入
所
支
援
を
併
せ
て

利
用
す
る
方
は
区
分
３
）
以
上

で
あ
る
者　

③
障
が
い
者
支
援
施
設
に
入
所
す

る
方
で
あ
っ
て
、
障
害
区
分
が

区
分
４
（
50
歳
以
上
の
場
合
は

区
分
３
）
よ
り
低
い
方
の
う
ち
、

指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
者
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案

の
作
成
の
手
続
き
を
経
た
上
で
、

市
区
町
村
が
利
用
の
組
み
合
わ

せ
の
必
要
性
を
認
め
た
方

【
日
課
】

連絡先

ぱ
れ
っ
と
三
田

智
頭
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

T
E
L
（
７
５
）
４
７
０
１

　

T
E
L
（
７
５
）
３
２
８
６

午　前

午　後

8:35
10:00

12:00

迎え
作業・
レクリエーション
昼食
自由時間

13:00
14:30
　15:30

作業・創作活動
趣味・お楽しみ会
送り

3



辞令を受け各部署に配属されます 新人研修で智頭町社協の役割を学びます

　４月１日（水）、９名の新入職員を迎えて入

協式を行いました。

　介護職・看護職等がそれぞれの部署に配属さ

れました。

　「智頭町で安心して暮らせるしくみを創る」

という社協の役割（使命）を果たすために、日々

努めてまいります。

　草刈ボランティア“互近所ぐみ”を紹介します。

河一 町内 会 に

あ る 国 有・ 町

有の 空 き 地 の

雑 草が 伸び 放

題 に なって し

まう の を 危 惧

し、 河 一 住 民

の有志が集ま

って取り組まれ

て いま す。 作

業 の 後は、 お

疲 れ会を 開 き、

和気あいあい

と親交を深め

ておられます。

　この度、事務局長（サービス事業課 課

長兼務）という大役を仰せつかりました。

私ごとき若輩者に果たしてその職責を全う

できるものかどうか、その責任の重さに身

の引き締まる思いでいっぱいでございます。

住民の皆様に、叱咤激励を頂きながら精一

杯の努力を重ねて参りたいと思います。

　今後も、これまでどおりの厚情を宜しく

お願い致します。

2020.3.24 撮影

河一町内会

互
ご

近
きん

所
じょ

ぐみ

2020年 智頭町社会福祉協議会

智頭町
社会福祉協議会
事務局長

平
ひ ら

 尾
お

 美
み

 花
か

入協式

新任のごあいさつ 地域活動の紹介
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24時間テレビから
訪問入浴車寄贈

　24 時 間テレビ

チャリティ委員会

からほのぼのホー

ムヘルパーステー

ションに訪問入浴

車 を 贈 呈いた だ

ける こと に な り、

３月 11 日（水）、その贈呈式がありました。

智頭町に居住するおおむね 60歳以上の方

販 売 中

シルバー会員募集中

アームカバー
（手筒）

一緒に働いて
　　　みませんか？

公益社団法人 智頭町シルバー人材センター
　住 所：智頭町智頭 1795-1（ひまわり会館内）
　電 話：75-0170　　ひかり  971-0971

智頭作業所  智頭町智頭１７９５-１（ひまわり会館内）
　                電 話：７５-３８８６

お問合せ先

お問合せ先

　智 頭 作 業 所では、
余り布などを使ってアームカバー（手筒）を作っています。
　手首部分のジャージが、ずれにくくて良いと評判
です。ひまわり会館、観光案内所などで１組３００円
で販売中！

どんな事でも
　   たずねてみてください。

各地区での児童福祉体験学習
（世代間交流給食）

【地区社協】

　各地区社協で使い

道を決め、様々な行事

や広報活動など、皆様

にとって身近な福祉

活動のために活用し

ています。

【町 社 協】

　町民の皆様へ社協
の取り組みや地域の
皆様の活動の様子、
お知らせなどを紹介
する啓発活動や、福
祉活動に活用してい
ます。

福祉と健康の啓発のための
「ほのぼのフェスタ」

会費は、町社協と地区社協で半分ずつ活用しています。

2 0 2 0 年 度
社会福祉協議会 会費納入のお願い会費納入のお願い

全世帯にお願いしています

　会員として会費にご協力い

ただくことは、町民の皆様

が地域福祉活動に参加する

ひとつの方法です。そのため、

智頭町の全世帯からのご協

力をお願いしています。

期  間

　７月１日から 31 日まで、

集落の世話人さんに集金を

お願いしています。

お願いする金額

　１世帯あたり1,000円です。
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第22号

の
者
読

ば
ろ
ひ

▼
　
社
会
福
祉
協
議
会
﹁
社
協
﹂
と

は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
福
祉

事
業
を
繰
り
広
げ
て
い
る
機
関
だ

と
単
純
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
内
容
が
広
く
深
い
こ
と
に
感

心
し
て
い
ま
す
。

　
　
毎
回
の
広
報
誌
で
事
業
が
紹
介

さ
れ
、
特
に
高
齢
者
や
障
害
が
あ

る
人
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
機
関
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
各
地
の
ミ
ニ
デ
イ
や
サ
ロ
ン
の

写
真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
会
食

し
な
が
ら
の
笑
顔
が
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
痒
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
福
祉

事
業
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
楽
し
い
広
報
誌
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
︵
山
形
　
女
性
︶

▼
　
社
協
の
広
報
誌
を
毎
回
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
社
協
の
取
組
を
拝
読

し
、
改
め
て
私
た
ち
の
老
後
も
安

心
で
き
る
智
頭
町
の
福
祉
を
継
続

し
て
頂
け
る
よ
う
、
ス
テ
キ
な
高

齢
者
と
な
れ
る
よ
う
、
今
私
た
ち

に
出
来
る
事
を
し
て
い
こ
う
と
思

い
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
は
世
代
を
超
え
い
ろ
い
ろ

勉
強
さ
せ
て
頂
け
る
場
所
で
あ
り
、

楽
し
い
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社

協
さ
ん
の
取
組
み
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　   

︵
智
頭
　
女
性
︶

☆
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
誌
へ
の
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で

５
名
の
方
に
商
品
券
を
進
呈
し
ま
す
。

　
締
切
り
は
７
月
31
日︵
金
︶必
着
で
す
。

　
応
募
方
法
は
、
ハ
ガ
キ
又
は
応
募
用

紙
に
住
所
、
氏
名︵
ふ
り
が
な
明
記
︶、

本
誌
の
感
想
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
い
た
だ
く
か
、

智
頭
町
社
協
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

応
募
用
紙
は
社
協
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

宛
先
　
〒
６
８
９ｰ

１
４
０
２

智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
番
地

智
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
５
ー
４
１
１
０

萩原節子さん（土師）
はぎ わら せつ こ

　萩原さんは、民生委員を4期務められ、現在は鳥取南更生保護女性会の

智頭町代表、ひまわり会や地区配食サービスで給食ボランティア、ちづパト

ロール隊で児童の見守り活動や地区のお大師講サロンで世話役をされ、

サロン「彩りの会」では、ぱれっと三田・自立の家等で草むしりなどの奉仕

作業に参加されています。

　また、４世代９人の大家族の掃除・洗濯・畑仕事と忙しい毎日の中、と

てもエネルギッシュに活動されています。昨年、突然体調を崩し健康のあ

りがたみを痛感。「元気が一番！元気でなければ何も出来ない。」とおっしゃりながら、「何か一つ

でも助けになっ

て、一つでも喜

んでいただけた

ら」という思い

でいろいろな活

動 を 続 け て い

る萩原さん、勝

手 な が ら 表 彰

します。
萩原さんが、長老から聴き取り編集した
ご詠歌の本はサロンで使用しています！

畑
仕
事
は
気
分
転
換
に
ぴ
っ

た
り
。
時
に
は
お
孫
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
！
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ご寄付ありがとうございました

＊古布・タオル・裁断布 等
　　藤原　和子 様　　　堰八　良子 様

　　岡本　寛子 様　　　夢屋 様

　　智頭町赤十字奉仕団 様

　　匿名多数

＊紙おむつ
　　藤原　一實 様

＊紙マスク・布マスク
　　匿名

＊ぱれっと三田・自立の家・あおぞら（グループホーム）

　ひまわり会・配食サービスへの各種食材
　　各地区コスモス会 様

　　各地区給食ボランティア 様　　　　

（2020年３月~2020年５月まで）

月

  

ご
寄
付
額（
円
）

住
所

故
人
の
お
名
前

年
齢

寄
付
者
ご
芳
名

3

五
〇
、〇
〇
〇

新
　
見

河

村

京

子

93

河

村

好

博

金
　
一
　
封

惣
　
地

西

尾

愛

子

89

西  

尾  

三
千
麿

三
〇
、〇
〇
〇

埴
　
師

小

林

深

雪

93

小

林

久

男

4

三
〇
、〇
〇
〇

智
　
頭

谷

口

忠

夫

90

谷
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解
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方
の
み
掲
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お
り
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。
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称
略

香
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返
し
寄
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金
は
、
サ
ロ
ン
活
動
等
で
地
域
の
皆
様
に
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぱれっと三田よりお知らせ

期　間 ７月下旬～８月下旬
場　所 智頭町民グラウンド横
料　金 子ども ４００円 ／大 人 ７００円（税込）
時間制限無し、園内では食べ放題です。
100gのお土産つき！（持ち帰り用の販売もしています）

連絡先 : 智頭町社会福祉協議会 ぱれっと三田　
　　　　☎７５－４７０１ 担当：岡田・藤森まで

開園の曜日や時間については、事前にぱれっと三田までお問合せください。

食べ放題

ぱれっと三田ではブルーベリーの摘み取り体験を行って
います。小人数でも、団体の方も歓迎いたします。
ぱれっと三田ではブルーベリーの摘み取り体験を行って
います。小人数でも、団体の方も歓迎いたします。

新型コロナウイルス感染対策 縫わずにできる ハンカチマスクハンカチマスク

完成！

マスクのゴムや紐を利用して！

簡単！！

●ハンカチ…１枚
●ゴムや紐…２本

準備するもの
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、「森

のミニデイ」や「ひまわり会」等を中止することに

なりました。これまで地域の通いの場として利用し

ていた方々が、外出する機会を失い、家で長い時間

を過ごすようになってしまいました。通いの場がある

ことで、定期的に心身の状況や生活の近況等を確認

できていましたが、それができなくなっています。

　このような状況において、不安な気持ちや生活の

様子等を気に掛けることが大切です。特にひとり暮

らしの高齢者の方々へ見守り等の支援が必要である

ことから、各地区で訪問活動に取り組まれています。

h
ttp

://w
w
w
1
.to

w
n
.c
h
izu

.to
tto

ri.jp
/s

y
a
k
y
o
/

地域で見守り・支え合いこんな時だからこそ

ひまわり会（智頭町社協）
ひまわり会員宅へ訪問

森のミニデイどんぐりの郷（山二地区森のミニデイ運営協議会）
毎週水曜日にスタッフ２名２チームに分かれて会員宅を訪問しています。

那岐駅舎森のミニデイ（那岐地区振興協議会）
毎週、月・木に会員宅を訪問して近況を報告し合います。

森のミニデイ杉の郷（シルバー人材センター）
定期的に会員宅を訪問して体調等様子を話し合います。
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